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一
九
一
一
一
三
年
の
高
松
結
婚
差
別
裁
判
（
以
下
、
高
松
裁
判
）
糾

弾
闘
争
で
、
現
地
香
川
の
方
針
が
徹
底
糾
弾
に
一
本
化
す
る
の
は
、

Ｌ
ろ
う
ず

五
月
一
一
五
日
の
白
水
検
事
に
よ
る
差
別
論
告
か
ら
一
一
か
月
を
経
た

論
文

水
平
社
支
部
の
な
か
に
は
融
和
連
動
と
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
運
動
を
進
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
香
川
県
水
平
社
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
香
川
で
は
、
一
九
三
二
年
に
「
四
国
同
胞
新
聞
』
が
水
平
社
幹
部
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
が
、
幹
部
と
と
も
に
県
社
会
課
職
員
や
融
和
団
体
の

讃
岐
昭
和
会
関
係
者
ら
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
内
容
は
、
「
仏
教
融
和
」
色
が
強
く
、
ま
た
、
戦
時
色
が
強
ま
る
な
か
、
全
国
水
平
社
に
先
行
し
て
国
民
一
体
論

的
な
主
張
を
展
開
し
た
。
新
聞
発
行
の
理
由
は
行
き
詰
ま
る
運
動
資
金
の
確
保
に
あ
っ
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
運
動
路
線
の
転
換
は
、
翌
年
に
起
こ
る

高
松
結
婚
差
別
裁
判
闘
争
に
お
い
て
内
部
の
確
執
を
生
み
、
主
要
な
幹
部
は
水
平
社
を
去
る
こ
と
と
な
っ
た
。

要
約

一
は
じ
め
に

全
国
水
平
社
香
川
県
支
部
連
合
会
と
融
和
運
動

ｌ
「
四
国
同
胞
新
聞
」
の
果
た
し
た
役
割
を
問
う
Ｉ

七
月
二
八
日
の
香
川
県
部
落
代
表
者
会
議
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

ふ
じ
わ
ら
き
き
ん
た

間
、
藤
原
喜
一
二
大
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
全
国
水
平
社
香
川
県
支

部
連
合
会
（
以
下
、
県
連
）
幹
部
は
「
穏
健
的
」
解
決
を
主
張
し
、

全
水
総
本
部
や
馬
場
支
部
と
対
立
し
た
。
財
政
的
に
窮
迫
し
て
い

た
県
連
が
、
組
織
維
持
の
た
め
に
融
和
運
動
と
協
調
し
た
運
動
路

線
を
敷
い
て
い
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
る
、
と
推
察
し
た
が
、

山
下
隆
章
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7２ 

こ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
た
の
が
「
四
国
同
胞
新
聞
」
（
以
下
、
『
新

（
１
）
 

聞
』
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
そ
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
史
料
で
あ
る
が
、
’
九
二
八
年
の
三
・
一
五
事
件
以

来
、
高
松
裁
判
闘
争
直
前
ま
で
の
具
体
像
が
見
え
な
か
っ
た
香
川

の
水
平
運
動
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
水
平
運
動
と
融
和
運
動
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小

正
路
淑
泰
や
今
井
ひ
ろ
子
ら
が
、
現
地
レ
ベ
ル
で
は
水
平
運
動
と

融
和
運
動
は
一
線
を
画
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

（
２
）
 

た
。
小
正
路
は
、
「
天
皇
制
国
家
機
構
の
枠
内
で
部
落
解
放
を
め

ざ
し
た
が
、
水
平
運
動
に
参
加
し
た
被
差
別
部
落
大
衆
と
共
通
す

る
思
想
的
基
盤
に
立
っ
て
い
た
」
、
ま
た
今
井
は
、
水
平
運
動
の
「
実

践
の
な
か
か
ら
地
方
改
良
費
の
課
題
に
た
ど
り
つ
い
た
こ
と
の
意

味
は
重
い
」
と
、
水
平
運
動
と
融
和
運
動
の
関
係
を
評
価
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
、
地
方
水
平
社
の
動
向
は
、
水
平
運
動

史
及
び
融
和
運
動
史
に
お
け
る
重
要
な
研
究
視
座
と
と
ら
え
ら
れ

（
３
）
 

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

地
方
の
水
平
社
の
活
動
が
、
生
活
に
密
着
し
た
も
の
で
あ
る
と

の
観
点
に
立
て
ば
、
現
実
的
な
要
求
実
現
の
た
め
の
選
択
と
し
て
、

融
和
運
動
と
の
関
係
を
保
っ
た
と
す
る
視
点
は
必
要
で
あ
る
。
特

に
、
ア
ナ
・
ポ
ル
の
運
動
路
線
対
立
と
三
・
一
五
事
件
等
に
よ
る

弾
圧
に
よ
り
、
全
水
総
本
部
が
求
心
力
を
失
っ
て
い
っ
た
時
期
に
、

地
方
水
平
社
で
は
現
実
的
選
択
が
よ
り
重
視
さ
れ
、
思
想
的
な
変

『
新
聞
』
は
、
’
九
三
二
年
六
月
一
○
日
創
刊
の
四
面
の
月
刊

（
４
）
 

新
聞
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
「
新
聞
』
を
通
し
て
明
ら
か
に
し

た
こ
と
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

｜
つ
は
、
融
和
研
究
会
開
催
の
記
事
か
ら
、
二
職
業
的
進
出
の

苦
痛
感
』
が
多
数
の
前
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
参
会
者
の
意
識

は
別
に
し
て
『
部
落
差
別
の
現
実
に
学
ぶ
』
と
い
う
戦
後
の
同
和

教
育
の
先
取
り
を
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
」
る
と
と
も
に
、

「
こ
の
『
苦
痛
感
』
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
は
」
「
学
校
と
地
域
の

（
５
）
 

連
携
も
図
ら
れ
て
い
た
」
と
推
察
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
」
の
会
合

は
、
「
教
育
上
の
融
和
研
究
会
の
開
催
は
同
研
究
会
が
本
県
唯
一
」

と
さ
れ
、
香
川
に
お
け
る
融
和
教
育
の
先
進
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
、

近
隣
の
村
と
合
同
で
こ
の
研
究
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
点
に
、
融

和
教
育
は
関
係
町
村
だ
け
で
実
践
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
す
べ

化
も
生
ま
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
全
水
総
本
部
の
戦
時
下
に
お
け

る
戦
争
協
力
ヘ
の
転
身
、
国
民
一
体
論
へ
の
思
想
的
変
質
が
、
地

方
で
は
も
っ
と
早
い
段
階
で
現
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
『
新
聞
』
を
通
し
て
、
当
時
の
香
川
の

水
平
運
動
と
融
和
運
動
の
関
係
を
と
ら
え
、
県
連
が
模
索
し
た
運

動
の
方
向
性
を
考
え
た
い
。

二
『
新
聞
」
に
係
る
先
行
研
究
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前
述
し
た
と
お
り
、
『
新
聞
』
の
創
刊
は
一
九
三
二
年
六
月
一

○
日
で
あ
る
。
購
読
料
は
一
部
七
銭
で
、
本
社
は
香
川
郡
由
佐
村

に
置
か
れ
た
が
、
「
一
切
の
用
務
」
は
高
松
市
今
新
町
の
高
松
支

局
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
支
局
は
、
他
に
滝
宮
、
坂
出
、
善
通
寺
、

て
の
町
村
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た

と
も
評
価
し
た
。

次
に
、
一
九
三
二
年
九
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
県
連
拡
大
執
行

委
員
会
の
記
事
か
ら
、
「
無
産
運
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
質
問
が

出
さ
れ
」
、
弓
我
々
水
平
運
動
は
各
無
産
運
動
の
様
に
欲
求
運
動

で
は
無
い
、
単
に
人
間
礼
賛
平
和
の
為
め
の
運
動
だ
か
ら
絶
対
独

立
の
侭
行
動
す
る
』
と
説
明
し
、
無
産
運
動
と
の
決
別
を
明
ら
か

に
し
た
」
こ
と
を
も
と
に
、
県
連
が
融
和
運
動
と
の
協
調
を
明
確

に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
動
き
を
県
連
の
組
織
を
維

持
す
る
た
め
に
財
政
的
側
面
か
ら
講
じ
た
一
策
と
と
ら
え
た
。

こ
・
？

も
う
一
点
は
、
高
松
裁
判
に
お
い
て
弁
護
を
務
め
た
中
村
皎

き
ゅ
う

久
が
「
法
律
相
談
」
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
事
実
か
ら
、
「
讃

岐
昭
和
会
幹
事
」
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
『
新
聞
』
を
通
し
て

（
７
）
 

依
頼
を
受
け
、
弁
護
を
引
き
受
け
た
と
推
察
し
た
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
『
新
聞
』
自
体
の
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

三
『
新
聞
』
発
刊

（
＄
）
 

観
音
寺
、
津
田
、
丸
亀
に
置
か
れ
た
。
｝
」
の
う
ち
、
県
連
支
部
の

所
在
地
と
重
な
る
地
域
は
由
佐
、
観
音
寺
で
あ
る
。

主
幹
は
、
県
連
幹
部
の
河
田
政
多
路
（
政
太
郎
）
で
あ
る
。
河

田
は
、
高
松
裁
判
闘
争
で
藤
原
執
行
委
員
長
と
と
も
に
「
穏
健
的

（
９
）
 

解
決
」
を
求
め
、
強
硬
派
で
あ
っ
た
馬
場
支
部
と
対
立
－
し
た
。
戦

後
の
一
九
四
六
年
、
第
二
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
た

（
叩
）

が
落
選
Ｉ
し
て
い
る
。

河
田
は
、
第
一
号
で
次
の
よ
う
に
「
発
刊
の
辞
」
を
述
べ
た
。

（
マ
マ
」

融
和
問
題
と
は
昭
和
時
代
に
於
け
る
文
化
の
選
的
コ
ー
ー
ス
に
順

応
し
、
解
決
出
来
得
ざ
る
不
自
然
的
憐
み
の
問
題
で
あ
る
。

我
々
は
常
に
此
の
融
和
問
題
に
対
す
る
運
動
と
、
真
の
挙
国
一

致
国
民
合
体
の
意
識
よ
り
出
発
し
て
而
も
精
神
的
に
亦
時
間
的
に

融
和
の
解
決
を
急
い
で
建
国
の
大
精
神
の
下
に
其
の
大
義
名
分
を

（
マ
マ
）

明
か
に
し
て
挑
ん
で
来
た
然
る
に
目
一
〈
体
的
反
影
な
／
、
、
却
っ
て
深

（
マ
マ
）

刻
な
る
社
会
相
を
拡
執
し
つ
つ
流
転
其
の
ｊ
ｂ
の
で
あ
る
。

欠
陥
ぞ
や
大
い
に
其
の
成
行
を
喝
破
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
畑

る
。

８
 
５
 

ｌ
 

斯
く
の
如
き
社
会
相
が
今
後
日
本
国
民
の
、
水
続
的
不
可
能
た
る
恥

問
題
と
す
る
な
れ
ば
、
対
外
的
に
我
々
国
民
の
恥
辱
で
あ
り
、
｜
飛
艦

い
て
は
我
々
日
本
民
族
の
不
自
然
な
る
構
成
を
如
実
に
物
語
る
所
蠅

以
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
訳
で
あ
る
。

藩部

此
の
真
相
を
静
か
に
見
る
と
き
、
何
た
る
国
民
意
識
の
精
神
的
６
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斯
く
て
は
我
々
が
常
に
融
和
運
動
の
精
神
に
反
す
る
と
こ
ろ
大

に
し
て
、
少
く
と
も
民
族
精
神
の
消
長
に
関
す
る
大
問
題
と
云
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
故
に
今
回
吾
人
は
蕊
に
「
四
国
同
胞
新
聞
」
た

る
名
称
の
下
に
広
く
融
和
問
題
を
取
扱
ひ
、
国
家
組
織
に
貢
献
す

る
と
こ
ろ
幾
分
に
て
も
稗
益
す
る
を
考
慮
い
た
し
、
弦
に
諸
先
輩

後
援
の
下
に
発
刊
い
た
し
、
言
論
機
関
に
依
っ
て
融
和
の
実
績
を

挙
げ
ん
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

今
や
世
界
の
日
本
は
、
所
謂
世
界
経
済
の
成
行
に
弊
を
乱
し
頗

る
国
難
来
と
さ
れ
つ
、
あ
る
矢
先
、
さ
き
に
満
州
事
変
の
突
発
に

（
マ
マ
）

端
を
発
し
国
際
問
題
の
重
大
な
る
極
面
に
坊
復
し
た
る
と
こ
ろ
、

再
び
外
患
の
現
状
に
直
面
し
て
因
る
の
で
あ
る
、
従
っ
て
之
れ
が

余
波
を
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
我
が
政
治
社
会
に
対
す
る
一
大
衝

動
を
も
与
へ
、
先
般
帝
都
に
於
け
る
大
椿
事
を
惹
起
せ
し
め
た
る

一
事
は
、
洵
に
国
難
日
本
の
蔓
べ
き
常
態
で
あ
る
吾
人
は
即
ち
斯

く
の
如
き
社
会
を
廃
し
融
和
運
動
の
反
面
、
善
良
な
る
国
家
発
展

に
一
意
専
心
迺
進
せ
ら
れ
ん
事
を
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。

要
は
之
れ
識
者
の
知
る
と
こ
ろ
、
多
く
は
語
ら
ず
、
簡
単
に
柳

（
マ
マ
〉

か
発
刊
の
辞
を
述
べ
幸
に
将
来
先
輩
の
御
後
援
に
預
か
り
度
き
次

第
で
あ
る
。

河
田
は
、
「
此
の
融
和
問
題
に
対
す
る
運
動
と
、
真
の
挙
国
一

致
国
民
合
体
の
意
識
よ
り
出
発
し
て
而
も
精
神
的
に
亦
時
間
的
に

融
和
の
解
決
を
急
い
で
建
国
の
大
精
神
の
下
に
其
の
大
義
名
分
を

明
か
に
し
て
挑
ん
で
来
た
」
が
、
融
和
問
題
は
却
っ
て
深
刻
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
憂
い
、
そ
の
打
破
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
る
。
融
和
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
こ
と
は
対
外
的
に
も
恥
辱
で

あ
り
、
そ
し
て
、
世
界
恐
慌
、
満
州
事
変
、
ま
た
五
・
一
五
事
件

と
い
う
政
治
的
、
経
済
的
、
外
交
的
問
題
に
直
面
し
て
い
る
今
こ

そ
、
挙
国
一
致
の
た
め
に
融
和
問
題
の
解
決
を
期
す
る
と
し
て
『
新

聞
」
を
発
刊
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
、
香
川
県
社
会
課
長
西

坂
鎌
太
郎
は
「
有
力
な
る
融
和
機
関
誌
」
と
祝
辞
を
寄
稿
し
た
。

ま
た
、
元
讃
岐
昭
和
会
主
事
で
退
職
後
出
家
し
た
加
藤
仁
海
（
本

し
ん
ぼ
う

名
Ｉ
仁
）
、
香
川
県
社
〈
玄
課
の
神
保
鉄
雄
、
「
明
治
の
光
」
に
香
川

と
つ
ど
う

の
状
況
を
投
稿
し
て
い
た
元
警
察
官
の
村
上
訓
堂
も
祝
辞
を
寄
せ

た
。県
連
か
ら
は
本
社
顧
問
と
し
て
藤
原
、
田
中
勇
が
祝
辞
を
述
べ

て
い
る
が
、
「
本
県
は
封
建
的
社
会
意
識
の
残
存
が
濃
厚
な
土
地

で
有
ま
し
て
」
（
田
中
）
、
「
国
家
の
為
人
間
礼
賛
平
和
の
為
御
深

甚
な
る
御
後
援
賜
ら
む
事
私
を
し
て
切
に
御
願
い
」
（
藤
原
）
と
、

地
域
の
差
別
体
質
を
述
べ
、
融
和
問
題
解
決
へ
の
協
力
を
訴
え
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
論
調
の
た
め
か
、
賛
助
員
も
第
一
号
で
八
八
人
（
団

体
四
を
含
む
）
を
数
え
た
。
職
種
の
内
訳
は
、
校
長
等
教
育
関
係

二
○
、
医
師
一
七
、
個
人
一
七
（
内
個
人
企
業
二
）
、
村
長
等
行
政

関
係
一
○
、
県
及
び
市
町
村
会
議
員
七
、
軍
人
六
（
う
ち
在
郷
軍
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新
聞
記
事
の
特
徴
的
な
傾
向
と
し
て
、
仏
教
的
意
識
が
強
い
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
「
合
掌
」
（
第
一
号
、

第
四
号
）
、
「
握
掌
」
（
第
二
号
）
と
文
末
に
記
さ
れ
た
。
ま
た
、
僧

侶
で
あ
る
藤
原
鹿
水
は
「
獅
子
と
鹿
」
（
第
一
号
）
、
「
物
ト
心
」
（
第

（
マ
マ
）

一
二
号
）
、
「
同
胞
共
愛
の
理
想
境
を
此
の
現
実
の
上
に
建
立
せ
よ
」

人
会
二
）
、
郵
便
局
長
等
逓
信
関
係
四
、
寺
院
等
宗
教
関
係
三
、

弁
護
士
二
、
銀
行
等
金
融
関
係
こ
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
性
の
強

い
機
関
へ
の
働
き
か
け
が
多
く
、
当
時
の
有
力
者
に
賛
助
を
求
め

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
郡
市
別
に
見
れ
ば
、
香
川
五
三
、

み
と
よ

な
か
た
と

一
一
一
豊
九
、
綾
歌
八
、
高
松
六
、
仲
多
度
四
、
丸
亀
四
、
木
田
一
、

不
明
三
で
あ
り
、
本
社
が
あ
っ
た
香
川
郡
を
中
心
に
賛
助
を
求
め

た
と
い
う
地
域
的
な
特
徴
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

「
新
聞
」
は
、
「
単
に
関
係
者
だ
け
が
彼
是
奔
走
す
る
だ
け
で
な

く
、
各
方
面
の
有
識
者
階
級
殊
に
学
校
当
局
の
積
極
的
活
動
に
依

り
第
二
世
国
民
た
る
児
童
に
対
す
る
融
和
教
育
の
徹
底
と
併
せ
て

青
年
団
処
女
会
等
を
誘
発
指
導
し
て
本
運
動
に
参
加
」
（
神
保
）

し
て
、
融
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
大
同
団
結
的
広
報
誌
と
し

て
、
多
数
の
支
持
を
得
る
た
め
に
発
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
『
新
聞
』
と
仏
教
融
和

（
第
四
号
）
を
、
そ
し
て
、
加
藤
仁
海
は
「
熱
血
男
児
政
太
路
君

の
発
刊
を
祝
す
」
（
第
一
号
）
、
「
神
社
に
関
す
る
融
和
問
題
」
（
第

三
号
）
を
、
香
川
県
仏
教
会
の
藤
井
正
念
は
「
触
感
随
筆
」
（
第

（
、
）

｜
号
）
を
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
力
の
一
示
教
」
（
Ｍ
Ｋ
生
、
第

一
号
）
、
「
宗
教
家
の
力
に
依
っ
て
解
決
せ
よ
」
（
上
田
親
賢
、
第
三

号
）
と
宗
教
の
重
要
性
を
訴
え
る
記
事
も
載
せ
ら
れ
た
。

部
落
差
別
を
観
念
の
問
題
と
し
て
解
決
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、

宗
教
は
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
融
和
問
題

を
一
般
化
で
き
る
手
段
と
と
ら
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
県
連
の
上
田
も
宗
教
に
よ
る
解
決
を
求
め
た
の
で
あ
ろ

う
。
「
Ｍ
Ｋ
生
」
は
河
田
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
も
考
え
ら
れ
る
。

県
仏
教
会
は
一
九
三
一
年
二
月
一
一
日
に
県
仏
教
融
和
連
盟
を

設
立
し
た
。
目
的
は
「
仏
教
の
原
理
に
立
脚
し
人
格
価
値
を
実
現

し
不
合
理
な
る
差
別
的
偏
見
並
に
差
別
事
象
を
撤
廃
し
国
家
総
親

和
の
実
を
挙
げ
建
国
精
神
の
徹
底
を
期
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
研

究
調
査
」
「
講
習
会
、
講
演
会
開
催
」
「
宣
伝
」
「
差
別
事
象
の
撤
廃
」

（
脳
）

「
差
別
事
件
の
調
停
」
「
其
の
他
必
要
な
る
事
項
」
に
つ
い
て
融
和

運
動
を
推
進
す
る
と
し
て
活
動
し
た
。
仏
教
界
の
融
和
問
題
に
対

す
る
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
新
聞
宣
伝

は
好
都
合
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
毎
号
の
よ
う
に
記
事
を
寄
稿
し
た
藤
原
鹿
水
は
法｛過〉

恩
寺
住
職
、
藤
原
淨
休
の
雅
号
で
あ
り
、
「
か
す
い
」
と
読
む
。

部落解放研究NbL15820046
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さ
て
、
県
連
が
協
調
し
た
融
和
運
動
家
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

当
時
、
香
川
に
あ
っ
た
官
製
の
融
和
団
体
は
讃
岐
昭
和
会
で
あ
る
。

高
松
裁
判
事
件
で
は
讃
岐
昭
和
会
の
幹
部
の
一
人
と
し
て
調
停
に

関
わ
り
、
後
退
し
た
調
停
案
を
示
し
た
と
し
て
全
水
静
岡
県
連
の

（
Ｍ
）
 

小
山
紋
太
郎
か
ら
批
判
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
一
九
一
二
九
年
に
は

（
胆
）

県
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
、
当
選
し
た
。
戦
後
の
第
一
一
一
一
回（
応
）

衆
議
院
議
員
選
挙
に
は
「
仏
教
党
」
所
属
で
立
候
補
し
て
い
る
。

当
時
、
三
七
、
八
歳
だ
っ
た
淨
休
は
、
第
一
号
に
「
本
社
顧
問
」

と
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
ま
た
、
賛
助
員
の
第
一
番
目
に
そ
の

名
前
が
あ
り
、
「
新
聞
』
の
積
極
的
協
力
者
で
あ
っ
た
。

第
三
号
に
は
、
「
エ
フ
イ
生
」
と
い
う
人
物
が
「
触
感
随
筆
」

と
題
し
て
「
宗
教
界
が
一
大
更
正
せ
な
け
れ
ば
ダ
メ
な
事
は
勿
論

な
る
も
門
信
徒
も
一
大
革
正
し
て
七
條
袈
裟
や
赤
ひ
衣
や
浪
花
節

に
迷
は
ず
真
に
宗
教
を
求
め
真
に
祖
先
の
供
養
を
す
る
様
に
な
ら

な
け
れ
ば
嘘
だ
。
」
と
、
仏
教
界
へ
の
批
判
と
と
も
に
信
徒
に
信

仰
へ
の
覚
醒
と
公
正
な
判
断
を
求
め
て
い
る
。
「
エ
フ
イ
生
」
は
、

イ
ニ
シ
ャ
ル
か
ら
藤
井
ま
た
は
淨
休
と
推
察
で
き
、
宗
教
的
側
面

か
ら
融
和
運
動
を
推
し
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
強
く
う
か

が
え
る
の
で
あ
る
。

五
讃
岐
昭
和
会
と
『
新
聞
』

讃
岐
昭
和
会
は
、
一
九
二
七
年
一
○
月
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。

会
則
は
三
六
条
（
設
立
当
初
は
三
五
条
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

主
な
条
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

第
一
条
本
会
ハ
人
道
ノ
基
調
ダ
ル
同
胞
相
愛
ノ
本
義
一
一
則
り
旧

来
ノ
随
習
ヲ
改
メ
融
和
親
善
ヲ
厚
ク
シ
社
会
ノ
福
祉
国
家
ノ
隆

昌
ヲ
期
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
条
本
会
ノ
事
務
所
ハ
香
川
県
高
松
市
内
内
町
九
拾
六
番
地

（
香
川
県
庁
内
）
二
置
ク

第
四
条
本
会
ハ
第
一
条
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行

う

第
十
二
条
本
会
二
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

｜
、
会
長
一
名

二
、
副
会
長
二
名

一
、
因
習
的
偏
見
ノ
除
去
ニ
努
メ
同
胞
相
愛
観
念
ノ
鼓
吹
酒
養

二
、
県
下
融
和
事
業
ノ
奨
励
助
成

三
、
融
和
事
業
ノ
奨
励
助
成

四
、
融
和
親
愛
ヲ
妨
ク
ヘ
キ
事
業
ノ
除
去

五
、
融
和
事
業
ノ
講
習
及
講
漬
会
開
催

六
、
融
和
事
業
二
関
ス
ル
調
査
研
究

七
、
機
関
雑
誌
ノ
発
行
其
ノ
他
印
刷
物
ノ
配
付

八
、
人
事
相
談
及
職
業
補
導

九
、
争
議
ノ
協
調
偕
和

一
○
、
其
ノ
他
協
議
員
会
二
於
テ
必
要
ト
認
メ
タ
ル
事
項



三
、
理
事
若
干
名

四
、
監
事
三
名

理
事
中
二
常
務
理
事
一
名
ヲ
置
キ
会
長
ノ
指
名
ヲ
以
テ
之
ヲ
定

ム

第
一
七
条
本
会
二
地
方
幹
事
及
地
方
委
員
若
干
名
ヲ
置
ク
（
後
略
）

第
一
八
条
本
会
二
顧
問
ヲ
置
ク

第
一
九
条
本
会
二
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク

ー
、
主
事
若
干
名
二
、
主
事
補
若
干
名

三
、
書
記
若
干
名
四
、
嘱
託
若
干
名
（
後
略
）

（
Ⅳ
）
 

第
一
一
一
一
条
本
会
二
協
議
員
五
拾
名
ヲ
置
ク
（
後
略
）

役
員
は
、
県
知
事
を
会
長
、
香
川
県
学
務
部
長
、
香
川
県
議
会

議
長
を
副
会
長
と
し
、
理
事
、
監
事
は
協
議
員
の
互
選
で
選
出
さ

動
れ
た
。
ま
た
、
職
員
は
役
員
の
命
を
受
け
て
業
務
を
行
う
こ
と
と

罐
さ
れ
、
県
社
会
課
の
職
員
が
兼
務
し
た
・
他
は
会
長
の
委
嘱
に
よ

“
り
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

鍔
町
村
長
、
村
会
議
員
（
現
・
前
職
）
、
村
教
育
会
委
員
、
村
農

鍼
蝉
改
良
組
合
長
な
ど
様
々
な
人
物
が
県
内
全
域
か
ら
参
画
し
た

支
が
、
「
一
一
一
一
一
年
一
月
一
日
」
現
在
、
確
認
で
き
る
人
物
は
次
の
と

艫
お
り
で
あ
る
・

香社
会
長
高
橋
雄
射
副
会
長
郡
茂
徳
松
田
友
良

平
常
務
理
事
稲
内
清
二
理
事
酒
見
忠
勢
大
川
孫
市

水国
協
議
員
関
下
市
茂

全
（
四
）

主
事
補
桑
島
秀
太
郎
神
保
鉄
雄
丸
山
匡
右

７
 
７
 

そ
の
後
、
役
員
は
、
一
九
三
二
年
度
に
は
高
橋
か
ら
伊
藤
昌
庸
、

郡
か
ら
中
村
茂
、
稲
内
か
ら
西
坂
鎌
太
郎
に
替
わ
り
、
ま
た
、
社

｛
釦
）

会
事
業
主
事
補
と
し
て
平
塚
道
雄
が
い
た
こ
と
が
確
認
恥
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、
『
新
聞
』
に
名
前
が
見
え
る
の
は
発
刊
祝
辞
を
寄

稿
し
た
西
坂
、
神
保
、
賛
助
員
の
松
田
、
そ
し
て
酒
見
で
あ
る
。

前
述
し
た
と
お
り
、
西
坂
は
県
社
会
課
長
、
神
保
は
県
社
会
課
属

で
あ
る
。
神
保
は
融
和
団
体
香
川
県
一
心
会
の
会
長
を
一
九
二
六

年
の
設
立
当
初
か
ら
務
め
て
お
り
、
四
一
年
の
同
和
奉
公
会
香
川

（
皿
）

県
本
部
理
事
〈
室
に
も
主
事
と
し
て
出
席
し
た
。
松
田
は
香
川
県
議

会
議
長
で
あ
り
、
酒
見
は
讃
岐
昭
和
会
設
立
当
初
か
ら
同
和
奉
公

会
に
至
る
ま
で
理
事
職
に
あ
っ
た
。
酒
見
は
、
前
述
の
融
和
研
究

会
の
記
事
に
は
登
場
す
る
が
、
『
新
聞
』
へ
の
寄
稿
や
賛
助
は
な
い
。

な
お
、
五
○
名
を
数
え
る
協
議
員
や
地
方
幹
事
、
地
方
委
員
が
明

ら
か
で
な
い
た
め
、
他
の
讃
岐
昭
和
会
関
係
者
か
ら
ど
れ
だ
け
の

協
力
を
得
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

藤
原
淨
休
と
と
も
に
、
村
上
訓
堂
の
積
極
的
な
寄
稿
が
目
を
引

く
も
の
の
、
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
物
と
し
て
、
一
九
三

○
年
度
ま
で
、
県
社
会
課
属
及
び
讃
岐
昭
和
会
で
部
落
改
善
や
融

和
事
業
に
尽
力
し
た
加
藤
仁
海
が
い
る
。

加
藤
に
は
、
「
二
十
年
の
官
職
を
捨
て
た
昭
和
の
蓮
生
坊
融

和
運
動
を
終
生
の
公
案
と
す
る
大
乗
的
な
加
藤
氏
の
出
家
物
語
」

と
題
す
る
顕
彰
記
事
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一

部落解放研究Ｎ01582004.6
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九
一
二
年
に
香
川
県
庁
へ
赴
任
し
、
警
部
、
警
察
署
長
、
社
会
事

業
主
事
と
歴
任
し
、
三
○
年
に
退
職
し
て
讃
岐
昭
和
会
主
事
と
な

っ
た
が
、
三
一
年
退
職
し
て
出
家
し
た
。
加
藤
の
事
績
は
小
豆
島

で
平
等
団
と
い
う
融
和
団
体
を
組
織
し
、
神
社
の
氏
子
入
り
を
認

め
さ
せ
、
醤
油
会
社
へ
の
就
職
も
七
人
程
度
か
ら
二
○
○
人
ほ
ど

に
拡
大
さ
せ
た
と
あ
る
。

平
等
団
は
一
九
一
七
年
、
共
同
火
葬
場
建
設
を
機
に
設
立
さ
れ

た
部
落
改
善
団
体
で
、
町
出
身
の
西
宮
の
実
業
家
八
木
豊
四
郎
や

会
長
八
木
宗
十
郎
ら
四
名
が
寄
付
し
た
五
○
○
○
円
を
資
金
に
共

同
浴
場
・
共
同
便
所
の
設
置
、
補
習
教
育
、
中
堅
青
年
の
講
習
会
、

主
婦
会
等
の
教
育
活
動
な
ど
を
行
い
、
後
に
優
良
団
体
と
し
て
内

（
型
）

務
大
臣
か
ら
奨
励
金
を
受
け
た
。
『
香
川
新
報
』
に
も
そ
の
事
檸
輯

が
た
び
た
び
顕
彰
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
藤
の
名
は
な
く
や

や
誇
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
い
知
名
度
は
、
「
新
聞
』
の

発
展
に
向
け
た
貢
献
を
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

一
九
三
一
一
一
年
六
月
一
○
日
、
「
新
聞
』
の
発
刊
一
周
年
記
念
講

（
四
）

漬
△
雪
が
讃
岐
昭
和
〈
玄
の
後
援
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
中
西
小
太
郎
、

上
田
、
高
松
市
議
会
議
員
の
増
田
富
士
男
が
祝
辞
を
述
べ
、
河
田
、

藤
原
淨
休
、
加
藤
が
講
演
を
行
っ
た
。
中
西
は
、
高
松
裁
判
事
件

で
藤
原
と
と
も
に
讃
岐
昭
和
会
の
調
停
役
と
な
っ
た
人
物
で
あ

（
灘
）

る
。
奇
し
く
も
こ
の
日
は
高
松
裁
判
の
控
訴
期
限
の
日
で
あ
り
、

馬
場
支
部
と
県
連
の
意
見
の
不
一
致
が
見
ら
れ
た
頃
で
あ
る
。

県
連
の
河
田
が
こ
の
よ
う
な
融
和
的
な
新
聞
を
発
刊
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
県
連
の
財
政
的
逼
迫
に
そ
の
理
由
を

（
錨
）

求
め
た
。

一
九
二
四
年
七
月
一
一
日
に
創
立
さ
れ
た
県
連
は
、
墓
地
闘
争
、

氏
子
闘
争
な
ど
の
権
利
獲
得
闘
争
を
行
う
と
と
も
に
労
農
水
三
角

同
盟
を
確
立
し
、
労
農
運
動
を
支
援
し
た
。
し
か
し
、
三
・
一
五

事
件
に
よ
り
三
角
同
盟
の
中
核
を
な
し
て
い
た
全
国
農
民
組
合
香

川
県
連
合
会
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
そ
れ
と
と
も
に
県
連
も
全

水
総
本
部
か
ら
乖
離
し
、
県
連
の
活
動
は
沈
滞
し
た
。
そ
れ
を
危

倶
し
た
県
連
創
立
大
会
で
座
長
を
務
め
た
高
丸
大
造
は
塩
田
庄
吉

執
行
委
員
長
を
辞
任
に
導
き
、
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
二
月
、
藤

原
喜
三
大
を
執
行
委
員
長
に
就
任
さ
せ
た
。
藤
原
は
そ
れ
に
応
え
、

「
本
部
と
の
連
絡
を
緊
密
な
ら
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
各
支
部
を

歴
訪
し
て
左
翼
化
に
努
む
る
と
共
に
、
県
大
会
の
開
催
を
懲
憩
」

（
茄
）

し
た
。
し
か
し
、
県
内
で
は
塩
田
派
と
の
軋
礫
を
生
み
、
県
連
は

紛
糾
し
た
。
さ
ら
に
、
県
連
は
「
昭
和
五
年
以
降
の
県
大
会
す
ら

費
用
の
出
所
な
き
た
め
開
催
に
運
ば
ざ
る
状
態
」
と
い
う
財
政
上

の
問
題
が
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
河
田
は
『
新
聞
』
発
刊
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
「
新
聞
』
と
香
川
県
水
平
社
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つ
ま
り
、
新
聞
の
収
益
を
県
連
の
運
営
費
に
充
て
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
｜
部
七
銭
の
購
読
料
で
は
あ
っ
た
が
、
融
和
運
動
を
標

傍
す
れ
ば
、
讃
岐
昭
和
会
関
係
者
を
含
め
、
県
・
市
町
村
会
議
員

や
行
政
・
学
校
関
係
者
、
篤
志
家
等
多
く
の
購
読
者
を
期
待
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
行
五
○
銭
の
広
告
も
、
第
二
号
二
、

第
三
号
七
、
第
四
号
一
六
の
件
数
（
賛
助
員
を
除
く
）
を
数
え
た
。

そ
れ
以
外
に
も
、
賛
助
員
か
ら
「
小
は
三
円
か
ら
大
は
二
十
円
迄

（
幻
）

拠
出
さ
し
其
金
額
三
千
円
に
も
及
ぶ
」
と
さ
れ
る
程
の
寄
付
が
集

ま
っ
た
。
そ
れ
ら
を
得
る
た
め
に
は
、
紙
面
の
基
調
は
水
平
運
動

で
は
な
く
、
融
和
運
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
、
号
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
水
平
運
動
的
色
合
い
は

徐
々
に
強
く
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

【
第
一
号
】
宣
言

（
マ
マ
）

明
治
大
帝
賤
称
廃
止
の
御
布
告
を
詔
ら
せ
給
ひ
て
よ
り
こ
こ
に
一
ハ

十
有
二
年
今
之
を
奉
礼
し
て
起
る
吾
社
同
人
は
勇
往
邇
進
以
て

所
期
の
貫
徹
！
念
願
す
合
掌

［
第
二
号
】
綱
領

一
、
我
社
同
人
は
人
間
権
奪
還
を
実
現
せ
ん
が
為
め
因
習
的
差
別

賤
視
の
観
念
を
打
破
し
共
存
共
栄
相
互
扶
助
の
理
想
郷
を
建
設
せ

ん
こ
と
を
期
す

二
、
我
社
同
人
は
熱
と
力
を
以
て
融
和
聖
戦
の
第
一
線
に
立
ち
封

建
的
人
間
闘
争
の
蛮
状
を
破
り
明
る
き
平
和
の
日
本
た
ら
し
め
ん

こ
と
を
期
す
握
掌

［
第
四
号
］
念
願

餓
死
線
上
を
枕
復
す
る
兄
弟
を
救
へ

大
衆
の
も
て
る
賎
視
観
念
を
捨
て

防
貧
、
失
業
救
済

共
存
同
栄
、
感
謝
反
省
、
繊
悔
奉
仕
合
掌

「
共
存
共
栄
」
、
「
融
和
聖
戦
」
、
「
感
謝
反
省
」
、
「
戯
悔
奉
仕
」

と
い
っ
た
融
和
的
言
辞
で
粉
飾
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
人

間
権
奪
還
」
、
「
餓
死
線
上
を
坊
僅
す
る
兄
弟
を
救
亡
、
「
防
貧
、

失
業
救
済
」
と
、
生
活
権
獲
得
闘
争
的
論
調
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
号
に
は
県
連
の
河
田
茂
五
郎
が
「
吾
も
人
な
り
」

と
題
す
る
論
考
を
寄
せ
た
。

人
類
進
化
の
過
程
は
必
然
に
存
在
す
る
原
始
的
時
代
に
於
て
先
づ

自
己
及
家
族
の
生
存
を
獲
得
す
る
に
努
力
し
、
か
く
し
て
徐
々
と

し
て
物
質
的
勢
悦
を
脱
却
其
以
上
の
生
活
に
求
め
る
に
至
る
。

近
代
思
想
は
此
の
人
間
の
本
能
性
た
る
成
長
の
意
思
を
刺
激
し
嘗

て
権
力
或
は
風
習
等
に
よ
り
其
人
間
性
を
奪
は
れ
た
り
或
は
躁
蝋

せ
ら
れ
た
人
々
を
し
て

「
吾
も
ひ
と
な
り
彼
も
人
な
り
」

筍
く
も
万
物
の
霊
長
た
る
人
間
成
る
が
故
に
生
存
上
に
於
け
る

「
平
等
な
る
権
利
を
与
へ
よ
」

部落解放研究 N01582004.6 
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と
云
ふ
所
謂
人
間
意
識
を
復
活
せ
し
め
た
。

現
今
社
会
問
題
も
此
の
人
間
意
識
の
叫
び
即
ち

「
人
格
権
を
与
へ
よ
及
び
生
活
権
を
付
与
せ
よ
」

此
の
欲
求
に
あ
ら
ざ
る
は
な
く
而
し
て
此
の
欲
求
が
何
等
か
の
障

壁
に
よ
り
満
足
さ
れ
ざ
る
時
社
会
人
は
自
己
の
人
格
権
の
発
展
を

（
マ
マ
）

阻
し
或
は
社
会
生
活
に
脅
威
を
与
ふ
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の

と
錐
も
此
れ
が
撤
廃
を
希
望
し
努
力
す
る
も
の
な
り
（
後
略
）

「
水
平
社
」
、
「
水
平
運
動
」
と
い
う
記
述
は
な
い
が
、
「
吾
も
ひ

と
な
り
彼
も
人
な
り
」
、
「
平
等
な
る
権
利
を
与
へ
よ
」
、
「
人
格
権

を
与
へ
よ
及
び
生
活
権
を
付
与
せ
よ
」
と
い
う
主
張
は
、
水
平
社

創
立
宣
言
や
綱
領
を
咀
噌
し
て
表
し
て
お
り
、
水
平
運
動
の
正
当

性
を
主
張
し
て
い
る
。

第
四
号
は
水
平
社
関
連
の
記
事
が
い
く
つ
も
登
場
す
る
。

県
連
幹
部
の
小
林
芳
太
郎
は
「
吾
々
は
経
済
の
自
由
と
職
業
の

自
由
を
社
会
に
要
求
し
以
っ
て
獲
得
を
期
す
」
と
題
し
、
「
久
し

い
昔
か
ら
特
に
汚
い
仕
事
を
押
つ
け
ら
れ
て
居
た
」
そ
し
て
「
他

の
職
業
に
就
く
自
由
が
な
か
っ
た
」
が
、
「
其
の
特
別
な
皮
革
業

や
屠
殺
業
す
ら
資
本
家
に
奪
は
れ
て
居
る
。
そ
し
て
外
の
職
業
に

就
か
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
あ
れ
は
○
○
だ
と
排
斥
さ
れ
る
」
と
訴

え
、
内
務
省
に
勤
務
す
る
栗
須
七
郎
の
甥
が
新
聞
に
部
落
出
身
と

紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
士
族
株
を
入
手
し
た
上
で
の
就
職

で
あ
り
、
才
能
が
正
当
に
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
。

ま
た
、
上
田
親
賢
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

日
本
使
命
と
水
平
問
題

（
前
略
）
水
平
社
三
百
万
の
兄
弟
は
こ
の
縛
ら
れ
た
る
因
習
的
観

念
不
合
理
極
ま
る
圧
迫
に
よ
っ
て
一
千
数
百
年
の
今
日
ま
で
社
会

外
の
社
会
人
と
し
て
鼠
の
如
き
悲
惨
な
る
生
活
を
続
け
て
来
た
、

然
れ
共
社
会
進
化
の
必
然
は
遂
に
吾
人
の
奮
起
を
促
し
た
、
人
の

世
の
如
何
に
冷
い
か
、
人
を
憐
は
る
事
の
何
で
あ
る
か
を
体
現
し

得
た
、
吾
々
は
水
平
社
の
名
に
よ
っ
て
暗
黒
の
世
界
を
光
明
界
に

不
合
理
極
ま
る
人
生
を
大
改
造
す
べ
く
、
全
国
的
活
動
を
開
始
し

た
、
未
だ
覚
め
ざ
る
社
会
の
人
々
よ
、
人
生
は
卿
等
の
み
の
専
有

物
で
は
な
い
、
而
も
同
じ
人
間
で
あ
り
、
同
じ
帝
国
の
国
民
を
只

一
片
の
因
習
に
よ
っ
て
差
別
し
排
斥
し
虐
待
す
る
事
如
何
に
天
理

に
背
き
大
倫
を
無
視
せ
る
か
に
自
覚
せ
ば
耳
を
榎
ふ
て
鈴
を
盗
む

の
愚
を
止
め
よ
、
而
し
て
徒
ら
に
吾
等
の
運
動
水
平
社
の
徹
底
糾

弾
を
恐
る
、
前
に
速
に
来
り
て
運
動
の
真
意
を
理
解
し
一
日
も
早

く
自
己
の
差
別
悪
観
念
を
除
去
す
る
と
共
に
進
ん
で
人
類
共
愛
国

家
的
こ
の
運
動
の
為
精
神
的
援
助
す
る
の
こ
そ
真
の
国
民
と
云
ふ

べ
き
な
り

上
田
は
、
こ
の
記
事
に
先
立
ち
、
県
連
が
労
農
水
三
角
同
盟
を

も
と
に
労
農
党
を
支
持
し
て
い
た
一
九
二
七
年
八
月
二
○
日
の
県

連
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
「
知
事
と
グ
ル
に
な
っ
て
反
動
団
体

公
正
会
を
組
織
し
た
」
と
し
て
「
元
香
川
県
水
平
社
委
員
長
代
理
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上
田
の
活
動
は
、
全
水
総
本
部
の
運
動
路
線
か
ら
見
れ
ば
反
動

的
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
平
社
創
立
宣
言
を
引
用
し
つ
つ
、
「
吾
々

は
水
平
社
の
名
に
よ
っ
て
暗
黒
の
世
界
を
光
明
界
に
不
合
理
極
ま

る
人
生
を
大
改
造
す
べ
く
、
全
国
的
活
動
を
開
始
し
た
」
と
、
当

時
の
全
水
総
本
部
の
階
級
闘
争
的
思
想
を
拠
り
所
と
す
る
の
で
は

な
く
、
「
吾
等
の
運
動
水
平
社
の
徹
底
糾
弾
を
恐
る
、
前
に
速
に

来
り
て
運
動
の
真
意
を
理
解
し
」
と
、
差
別
糾
弾
の
意
図
へ
の
理

解
と
「
進
ん
で
人
類
共
愛
国
家
的
こ
の
運
動
の
為
精
神
的
援
助
す

る
」
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
九
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
一
回
県
連
拡
大
執
行

委
員
会
の
よ
う
す
が
、
一
面
を
使
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。

で
あ
ヲ

（
釦
）

し
た
。

四
国
連
合
会
中
央
委
員
高
丸
義
男
」
と
と
も
に
除
名
の
動
議
が
出

（
麹
）

さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
吉
向
丸
は
除
名
さ
れ
た
が
、
上
田
は
残

っ
た
。
同
年
二
月
五
日
に
は
、
高
松
市
議
等
を
中
心
に
設
立
さ

（
鋤
）

れ
た
融
和
団
体
共
愛
〈
室
の
発
く
云
式
に
出
席
し
て
演
説
し
、
翌
年
の

三
・
’
五
事
件
に
よ
る
弾
圧
後
に
は
県
連
の
運
動
方
針
を
「
高
知

県
自
治
団
の
融
和
運
動
の
如
き
趣
に
改
め
る
」
こ
と
を
「
徹
底
的

（
釦
）

に
行
は
う
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
声
同
松
裁
判
闘
争
で
は
全
水
総
本

部
、
馬
場
支
部
と
一
線
を
画
し
、
南
梅
吉
の
日
本
水
平
社
の
運
動

で
あ
る
五
・
一
五
事
件
被
告
人
減
刑
嘆
願
書
を
海
軍
大
臣
に
送
付

同
胞
の
紛
糾
問
題
に
後
援
金
を
送
れ

香
川
県
水
平
社
大
会
を
開
け

「
各
無
産
運
動
と
我
々
水
平
運
動
と
合
同
し
て
良
き
か
わ
る
い

か
」
に
つ
い
て
、
資
格
審
査
委
員
の
小
林
は
。
、
吾
々
水
平
運

動
は
各
無
産
運
動
の
欲
求
運
動
で
は
無
い
、
単
に
人
間
礼
賛
平
和

の
為
め
の
運
動
だ
か
ら
絶
対
独
立
の
侭
行
動
す
る
」
と
述
べ
て
い

る
。こ
の
記
事
を
通
し
て
、
県
連
は
無
産
運
動
と
は
関
係
し
な
い
こ

と
を
明
言
す
る
こ
と
で
、
反
社
会
的
運
動
で
は
な
い
こ
と
を
読
者

に
周
知
し
た
。
階
級
闘
争
で
は
な
く
、
「
因
習
的
差
別
賤
視
の
観

念
を
打
破
し
共
存
共
栄
相
互
扶
助
」
す
る
こ
と
が
運
動
の
本
旨
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

［
議
案
提
出
］

差
別
問
題
と
経
済
問
題

［
提
案
］

検
察
官
の
差
別
問
題

西
讃
水
平
社
青
年
同
盟
を
作
り
し
理
由

各
無
産
運
動
と
我
々
水
平
運
動
と
合
同
し
て
良
き
か
わ
る
い
か

香
川
県
水
平
社
大
会
を
善
通
寺
町
で
開
催
し
て
貰
い
度
い

正
業
資
金
値
下
げ
の
件
に
付
き

同
人
を
喰
物
に
す
る
事
件
師
を
葬
れ

［
緊
急
動
議
］

部落解放研究Ｎ０１５８２００４．６
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「
同
人
を
喰
物
に
す
る
事
件
師
を
葬
れ
」
の
提
案
理
由
に
あ
る

｛
マ
マ
）

「
融
和
問
題
を
口
に
し
、
将
亦
水
平
社
名
を
利
用
し
て
商
法
す
る

不
貞
商
人
有
る
故
同
人
諸
君
開
き
次
第
葬
っ
て
貰
い
度
い
」
と
い

う
内
容
や
「
水
平
社
名
を
煽
る
事
件
師
を
徹
底
的
撲
滅
せ
よ
」
と

題
す
る
第
四
号
の
記
事
も
同
様
な
趣
旨
で
あ
る
。

昭
和
の
今
日
水
平
運
動
の
意
義
が
漸
く
社
会
に
認
め
ら
れ
始
め
た

頃
か
ら
一
般
民
の
吾
が
運
動
に
対
す
る
無
智
か
ら
来
る
恐
怖
に
附

込
ん
で
種
々
な
詐
術
を
用
ひ
て
金
品
を
巻
き
上
げ
る
不
正
の
徒

（
判
断
不
能
）

□
即
ち
差
別
事
件
を
金
で
売
る
事
件
師
（
｜
名
河
内
山
宗
俊
）

流
儀
の
事
件
師
が
屡
々
出
没
し
て
い
た
が
、
最
近
又
々
各
地
に
亘

っ
て
跣
肩
し
て
居
る
様
子
だ
（
後
略
）

上
田
が
「
徒
ら
に
吾
等
の
運
動
水
平
社
の
徹
底
糾
弾
を
恐
る
、

前
に
速
に
来
り
て
運
動
の
真
意
を
理
解
し
」
と
求
め
た
よ
う
に
、

差
別
糾
弾
の
内
包
し
た
問
題
を
指
摘
し
つ
つ
、
水
平
運
動
の
正
当

性
を
訴
え
、
国
民
的
理
解
を
得
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
県
連
は
、
部
落
の
み
に
対
す
る
賤
視
観
念

を
問
題
に
し
つ
つ
も
、
「
真
の
挙
国
一
致
国
民
合
体
の
意
識
」
を

も
っ
て
差
別
観
念
を
克
服
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
戦
時
下
の
国
民

一
体
論
的
な
考
え
方
を
こ
の
時
期
に
す
で
に
と
っ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
「
経
済
の
自
由
と
職
業
の
自
由
」
が
求
め
ら
れ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
就
職
に
お
け
る
部
落
差
別
だ
け
で
は
な
く
、
「
餓

死
線
上
を
坊
僅
す
る
兄
弟
を
救
へ
」
、
「
防
貧
、
失
業
救
済
」
、
「
正

業
資
金
値
下
げ
の
件
に
付
き
」
な
ど
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

恐
慌
下
に
お
け
る
香
川
の
部
落
の
厳
し
い
経
済
状
態
が
あ
っ
た
。

一
九
三
二
年
当
時
、
県
内
に
あ
っ
た
四
八
部
落
の
経
済
状
態
は
、

（
型
）

「
生
活
程
度
」
が
「
中
」
一
一
八
、
「
下
」
一
一
○
で
、
こ
の
う
ち
、
一

一
の
県
連
支
部
が
あ
っ
た
一
三
部
落
の
「
生
活
程
度
」
は
「
中
」
三
、

（
鋼
）

「
下
」
一
○
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
香
川
の
如
き
各
職
業
中
行
商
に

従
事
す
る
も
の
最
も
多
く
」
、
「
従
業
戸
数
に
於
い
て
五
割
以
上
の

（
鋼
）

多
数
に
及
」
ん
だ
。
県
内
の
「
某
部
落
」
の
平
均
資
本
と
一
日
平

均
収
入
は
、
「
古
物
行
商
」
七
○
銭
、
二
○
銭
、
「
雑
貨
行
商
」
三

○
円
、
七
○
銭
、
「
呉
服
太
物
行
商
」
一
五
○
円
、
一
円
で
、
「
仕

入
方
法
は
現
金
引
取
を
主
と
す
る
も
、
資
本
少
な
き
も
の
」
は
「
商

（
調
）

ロ
叩
を
一
先
ず
借
入
れ
、
売
却
後
支
払
を
な
す
」
と
い
う
、
零
細
で

不
安
定
な
経
営
が
生
活
を
苦
し
め
て
い
た
。

県
連
と
し
て
、
生
活
苦
打
開
の
た
め
に
、
地
方
改
善
費
を
獲
得

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
融
和
運
動
と
の
協
調
を

必
要
と
し
、
『
新
聞
』
発
刊
と
い
う
行
動
で
協
調
の
姿
勢
を
明
示

す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
高
丸
や
上
田
が
早
い
時
期
に
融

和
運
動
と
の
連
携
を
求
め
た
の
も
同
様
な
理
由
と
考
え
る
が
、
労

農
運
動
支
持
が
先
行
す
る
当
時
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
藤
原
執
行
委
員
長
は
一
九
三
一
一
一
年
一
一
一
月
四
日
の
全
国
代

表
者
会
議
や
同
年
一
一
一
月
二
三
日
の
全
水
第
一
回
中
央
委
員
会
に
出
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『
新
聞
』
は
、
挙
国
一
致
を
唱
え
、
水
平
運
動
へ
の
理
解
を
図
り
、

融
和
運
動
と
繋
が
り
、
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
。
部
落
と

県
連
の
経
済
的
問
題
を
そ
の
理
由
と
し
た
が
、
多
数
の
共
感
を
得
、

大
義
を
求
め
る
こ
と
を
『
新
聞
』
と
い
う
形
で
表
し
た
こ
と
は
、

有
効
な
活
動
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
新
聞
』
は
、
一
九
一
一
一
三
年
六
月
一
○
日
に
発
刊

一
周
年
記
念
の
、
ま
た
、
翌
年
六
月
一
○
日
に
二
周
年
記
念
の
識

（
釘
〉

演
〈
玄
を
催
し
た
。
毎
月
発
刊
さ
れ
て
い
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
一
十

余
の
号
数
を
重
ね
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

た
だ
、
一
九
三
五
年
に
、
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
。

融
和
事
業
を
種
に
三
千
円
の
恐
喝
詐
欺
琴
平
署
の
暴
力
団
大

物
近
く
検
事
局
送
り

香
川
郡
由
佐
村
四
国
同
胞
新
聞
主
幹
川
田
政
太
郎
（
三
○
）
は
昭

和
七
年
以
来
融
和
事
業
を
行
ふ
と
云
ふ
美
名
の
下
に
同
新
聞
を
発

行
し
県
下
各
地
の
官
衙
長
や
知
名
の
有
志
を
幾
百
名
と
な
く
訪
問

（
範
）

席
す
る
な
ど
、
全
水
総
本
部
と
の
関
係
ｊ
ｂ
維
持
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
高
松
裁
判
事
件
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
情
が
相
俟
っ
て
県
連
幹

部
は
「
穏
健
的
解
決
」
を
主
張
し
、
全
水
総
本
部
や
馬
場
支
部
と

の
関
係
に
大
き
な
歪
み
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

七
お
わ
り
に

こ
の
記
事
の
顛
末
を
「
香
川
新
報
』
は
伝
え
て
い
な
い
。
し
か

し
、
「
事
件
師
」
の
行
為
を
批
判
し
た
河
田
は
、
逆
に
「
事
件
師
」

と
し
て
の
烙
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
新
聞
』
は
融
和

運
動
を
打
ち
出
し
て
い
た
が
、
元
県
連
幹
部
が
主
幹
で
あ
る
。
こ

の
時
期
に
は
県
連
も
県
内
支
部
も
ほ
と
ん
ど
解
散
し
て
お
り
、
組

織
維
持
の
た
め
の
金
策
は
必
要
性
を
失
っ
て
い
た
が
、
事
件
の
報

じ
ら
れ
た
一
九
三
五
年
に
は
、
「
香
川
の
再
建
闘
争
は
遂
に
表
面

化
し
」
「
再
建
大
会
を
開
催
す
る
に
決
し
て
ゐ
た
処
、
破
廉
恥
き

わ
ま
る
香
川
県
警
察
部
は
又
も
や
『
治
安
を
素
す
も
２
と
の
理

一
調
）

由
に
な
ら
ぬ
理
由
で
同
士
心
十
六
名
を
検
束
し
て
弾
圧
を
加
へ
た
」
、

（
㈹
）

「
遂
に
一
一
月
廿
四
日
」
「
第
一
回
県
連
委
員
会
を
開
い
た
」
と
、
県

内
の
水
平
運
動
再
燃
の
動
き
が
活
発
化
す
る
。
公
権
力
は
『
新
聞
』

が
そ
の
資
金
源
と
な
る
こ
と
を
危
倶
し
、
こ
れ
を
事
件
と
し
て
浮

か
び
上
が
ら
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
１
）
山
下
隆
章
。
高
松
闘
争
』
は
現
地
香
川
に
何
を
も
た
ら
し
た
か

し
小
は
三
円
か
ら
大
は
二
十
円
迄
拠
出
ざ
し
其
金
額
三
千
円
に
も

及
ぶ
程
で
あ
っ
て
、
時
に
は
安
い
印
肉
を
幾
倍
に
も
売
附
け
た
こ

と
あ
り
其
金
額
は
一
カ
月
七
八
十
円
を
生
活
費
に
あ
て
其
他
は
何

れ
も
遊
興
し
た
恐
喝
詐
欺
被
疑
事
件
を
琴
平
署
で
（
中
略
）
取
調

（
郷
〉

中
の
所
完
結
が
近
い
た
の
で
近
々
丸
亀
検
事
局
へ
押
送
と
な
る

部落解放研究Nol5820046
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Ｉ
全
国
水
平
社
香
川
県
支
部
連
合
会
の
苦
悶
ｌ
」
二
部
落
解
放
』

五
二
○
号
、
’
’
○
○
三
年
）
二
四
～
’
’
五
頁
。

（
２
）
小
正
路
淑
泰
「
自
治
正
義
団
史
論
」
亀
部
落
解
放
史
・
ふ
く
お
か
』

六
六
号
、
一
九
九
二
年
）
、
四
八
頁
。
今
井
ひ
ろ
子
「
神
埼
郡
に

お
け
る
水
平
社
運
動
と
融
和
運
動
」
亀
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
四

七
号
、
’
九
九
二
年
）
、
五
○
頁
。

（
３
）
朝
治
武
・
黒
川
み
ど
り
・
関
口
寛
・
藤
野
豊
当
水
平
社
伝
説
」

か
ら
の
解
放
』
（
か
も
が
わ
出
版
、
二
○
○
二
年
）
。

（
４
）
管
見
で
は
、
創
刊
号
か
ら
同
年
九
月
一
○
日
発
刊
の
第
四
号
ま

で
の
存
在
を
、
京
都
大
学
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
図
書
室
内

の
「
上
野
文
庫
」
で
確
認
で
き
る
。
筆
者
が
そ
の
存
在
を
確
認
し

た
の
は
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
の
複
写
で
あ
る
。

（
５
）
第
五
一
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
香
川
県
実
行
委
員

会
編
『
記
念
誌
』
（
一
九
九
九
年
）
、
二
二
七
頁
。
山
下
隆
章
「
香

川
の
融
和
教
育
再
考
」
（
『
し
こ
く
部
落
史
』
第
二
号
、
二
○
○
○

年
）
八
七
～
八
八
頁
。
『
新
聞
』
の
掲
載
記
事
は
次
の
と
お
り
。

第
五
回
六
ヶ
村
連
合
融
和
促
進
研
究
会
由
佐
小
学
校
に
於
て

五
月
廿
壱
日
午
後
三
時
開
会

開
会
の
辞
荒
岡
校
長
、
続
い
て
座
談
会
ト
ッ
プ
の
熱
弁
加
藤
仁

氏
（
話
題
職
業
的
進
出
）
職
業
的
進
出
の
苦
痛
に
付
き
河
田
伊

三
郎
君
独
特
の
熱
弁
振
っ
て
意
見
発
表
、
続
い
て
河
田
政
多
路

君
…
・
…
：
答
弁
に
代
へ
、
酒
見
忠
勢
氏
お
よ
び
社
会
課
神
保
氏
、

加
藤
氏
浅
野
村
助
役
の
熱
弁
、
副
業
奨
励
案
を
神
保
氏
よ
り
、

答
弁
由
佐
村
長
、
養
鶏
お
よ
び
自
村
の
状
態
に
つ
き
熱
弁
振
ふ
、

続
い
て
訓
導
安
西
氏
の
状
熱
弁
、
諸
感
想
池
西
村
長
堀
井
氏
及

び
他
村
長
、
校
長
、
筆
記
村
上
納
堂
氏
及
び
西
岡
訓
導
、
最
後

に
荒
岡
校
長
及
び
河
田
君
の
結
論
、
而
し
て
午
後
六
時
半
盛
大

に
終
っ
た

（
６
）
『
記
念
誌
」
、
’
九
四
頁
。
山
下
前
掲
『
部
落
解
放
』
、
二
四
頁
。

（
７
）
山
下
隆
章
「
高
松
結
婚
差
別
裁
判
と
香
川
県
水
平
社
」
（
『
水
平

社
博
物
館
研
究
紀
要
」
六
、
二
○
○
四
年
）
、
六
五
頁
。

（
８
）
『
四
国
同
胞
新
聞
』
第
一
号
。
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
い
る

が
原
文
の
ま
ま
記
載
し
て
い
る
。
（
以
下
、
『
四
国
同
胞
新
聞
』
か

ら
引
用
し
た
記
事
の
表
記
も
同
様
と
し
、
ま
た
号
数
は
文
中
で
示

す
こ
と
と
し
、
脚
注
は
振
ら
な
い
）
。

（
９
）
『
特
高
月
報
』
昭
和
八
年
七
月
、
一
○
五
頁
。

（
Ⅲ
）
『
四
国
新
聞
」
昭
和
二
一
年
四
月
一
二
日
。

（
ｕ
）
藤
井
正
念
は
、
香
川
県
仏
教
会
会
長
と
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三

号
に
編
集
の
誤
り
と
の
訂
正
記
事
が
あ
る
。
第
二
号
の
加
藤
仁
海

顕
彰
記
事
に
、
加
藤
が
仏
教
を
通
じ
て
融
和
運
動
に
参
画
す
る
決

意
を
し
、
覚
善
寺
の
藤
井
の
宗
徒
と
な
っ
て
高
松
に
仏
教
融
和
会

を
設
立
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
皿
）
『
香
川
新
報
』
昭
和
六
年
二
月
一
三
日
。
高
松
市
の
興
正
寺
別
院

で
発
会
式
を
挙
げ
、
引
き
続
き
第
一
回
総
会
を
開
催
し
て
連
盟
規
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定
そ
の
他
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
事
務
所
は
同
市
内
覚
善
寺
に
置

か
れ
た
。

（
田
）
現
法
恩
寺
住
職
藤
原
浄
峰
（
淨
休
の
孫
）
に
よ
る
。
淨
休
に
つ

い
て
は
、
法
恩
時
藤
原
淨
休
先
生
師
子
乢
集
編
集
委
員
会
編
『
法

恩
一
盤
罠
法
恩
寺
継
職
法
要
事
務
局
、
一
九
八
四
年
）
が
詳
し
い
。

融
和
運
動
及
び
『
新
聞
』
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ

た
。

（
ｕ
）
「
請
願
隊
は
如
何
に
闘
っ
た
か
？
」
、
三
五
頁
。

（
巧
）
『
香
川
新
報
』
昭
和
一
四
年
九
月
二
七
日
。
本
名
の
政
之
で
届
け

出
て
い
る
。
香
川
郡
選
挙
区
（
定
員
三
）
第
三
位
で
当
選
し
た
。

（
肥
）
『
四
国
新
聞
』
昭
和
二
一
年
四
月
一
一
一
日
。
一
一
万
七
六
六
○
票
得

票
し
た
が
落
選
し
た
（
『
法
恩
一
聲
』
、
四
二
二
頁
）
。

（
Ⅳ
）
『
昭
和
七
年
三
月
香
川
県
社
会
事
業
概
要
』
、
’
二
○
頁
。

（
ご
『
香
川
新
報
』
、
『
融
和
時
報
』
な
ど
に
よ
る
。

（
四
）
『
融
和
時
報
』
六
二
、
昭
和
七
年
一
月
一
日
。

（
、
）
『
香
川
新
報
』
昭
和
七
年
一
○
月
二
八
日
。
「
融
和
団
体
職
員
住

所
録
」
昭
和
七
年
度
。
『
融
和
時
報
』
七
四
、
昭
和
八
年
一
月
一
日
。

な
お
、
高
橋
知
事
は
一
九
三
一
年
一
二
月
一
八
日
に
休
職
と
な
り
、

伊
藤
知
事
が
着
任
し
て
い
る
。
『
融
和
時
報
』
へ
の
原
稿
提
出
は

高
橋
在
任
時
の
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
三
一
一
年
六
月
二
八
日
に

伊
藤
は
休
職
と
な
り
、
君
島
清
吉
が
知
事
に
任
官
し
た
ｓ
香
川

県
史
別
編
Ⅲ
年
表
宅
。

（
、
）
『
昭
和
七
年
三
月
香
川
県
社
会
事
業
概
要
』
、
一
一
八
頁
。
「
香

川
県
社
会
事
業
」
八
○
、
昭
和
一
六
年
二
月
一
五
日
。
同
和
奉

公
会
香
川
県
本
部
理
事
に
藤
原
政
三
の
名
が
見
え
る
が
、
淨
休
は

当
時
県
議
会
議
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
淨
休
の
本
名
、
政
之
の
誤

植
と
推
察
す
る
。

（
犯
）
『
大
正
十
年
三
月
香
川
県
社
会
事
業
概
要
』
、
三
九
～
四
二
頁
。

（
詔
）
『
香
川
新
報
」
昭
和
八
年
六
月
一
二
日
。

（
型
）
調
停
役
に
は
、
も
う
一
人
増
田
新
一
が
い
た
急
香
川
新
報
』
昭

和
八
年
月
二
一
日
）
。

（
お
）
山
下
隆
章
「
香
川
に
お
け
る
高
松
差
別
裁
判
糺
弾
闘
争
ｌ
香
川

県
水
平
社
は
如
何
に
闘
っ
た
か
ｌ
」
（
『
し
こ
く
部
落
史
』
第
五
号
、

二
○
○
三
年
）
、
｜
｜
頁
。

（
妬
）
渡
部
徹
・
秋
定
嘉
和
編
『
部
落
問
題
・
水
平
運
動
資
料
集
成
第

一
一
巻
』
（
一
一
一
一
書
房
、
一
九
七
四
年
）
、
六
三
三
頁
。

（
”
）
『
香
川
新
報
」
昭
和
一
○
年
九
月
四
日
。

（
詔
）
『
水
平
新
聞
」
昭
和
二
年
一
○
月
一
五
日
。

（
空
『
香
川
新
報
』
昭
和
二
年
二
月
七
日
。

（
卯
）
「
香
川
新
報
』
昭
和
三
年
五
月
二
四
日
。
高
知
県
自
治
団
と
は
、

高
知
県
高
岡
郡
日
下
村
に
生
ま
れ
た
植
村
省
馬
が
組
織
し
た
団
体

で
、
部
落
住
民
の
自
覚
と
改
善
を
目
的
と
し
、
就
職
・
通
婚
の
自

由
を
求
め
た
（
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
同
和
教
育
研
究
部
編
『
部

落
解
放
運
動
の
先
駆
者
植
村
省
馬
資
料
集
』
、
一
九
八
六
年
）
。

部落解放研究Ｎ01582004.6



8６ 

（
、
）
『
特
高
月
報
』
昭
和
八
年
一
○
月
、
七
二
頁
。

（
犯
）
『
融
和
事
業
研
究
』
四
一
、
昭
和
一
二
年
一
月
、
一
○
二
頁
。

（
銘
）
「
全
国
部
落
調
査
」
昭
和
七
年
三
月
現
在
。
当
時
、
県
内
に
支
部

は
一
二
あ
っ
た
が
、
一
つ
は
郡
支
部
で
あ
る
た
め
二
と
し
た
。

ま
た
、
二
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
同
村
内
に
二
つ
の
字
が
あ
る
。

（
別
）
渡
部
徹
・
秋
定
嘉
和
編
『
部
落
問
題
・
水
平
運
動
資
料
集
成
補
巻
』

（
三
一
書
房
、
一
九
七
八
年
）
、
一
一
四
七
頁
。
（
以
下
『
集
成
補
』
）
。

（
弱
）
『
集
成
補
』
、
二
四
九
頁
。

（
釦
）
『
集
成
補
』
、
一
二
九
七
頁
。

（
訂
）
『
香
川
新
報
』
昭
和
八
年
六
月
一
○
日
、
同
九
年
六
月
一
二
日
。

（
銘
）
『
香
川
新
報
」
昭
和
一
○
年
九
月
四
日
。

（
釣
）
『
水
平
新
聞
』
五
、
昭
和
一
○
年
三
月
五
日
。

（
側
）
『
水
平
新
聞
』
六
、
昭
和
一
○
年
四
月
五
日
。

《特集第九回全国部落史研究交流会》
［全体会講演｝

戦国大名の職人編成とかわた
笹本正治

［前近代史分科会報告］信州の近世部落の旦那場
斎藤洋一

近世畿内三昧聖の自己認識と葬送文化ｌ近世畿内三珠聖研究の課題Ｉ
木下光生

前近代史分科会の討論
藤井寿一

［近現代史分科会報告］地方融和団体と被差別部落民衆’一九二○～三○年代の神奈川県青和会の活動からＩ大高俊一郎三重県における融和政策・融和運動黒川みどり
近現代史分科会の討論
田原行人初期水平運動の分岐点Ｉ栗須七郎の「綱領」認識Ｉ度

畑
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